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　 私自身の主たる調査研究の対象が大正～昭和初期の国産自動車史であることから、

今回の企画展は数年前から調査や資料収集などを開始し、長い間の念願が叶った企

画展となりました。今回の企画展では、大変貴重な現存する大正時代の車両を各方面

から借用、展示することができ、とても嬉しく思いました。協力していただいた多くの博物

館および関係の皆様に心より御礼申しあげます。今後とも微力ながら国産自動車史の

調査研究にまい進していきたいと、決意を新たにしています。



2012年1月24日（ 火）～4月8日（ 日） 本館2階特別展示室

走り の楽しさは、クルマの本質のひとつです。自動車レースは自動車の登場とともに始まり 、

いつの時代もモータースポーツは自動車の技術開発と密接に関係してきました。

今回の企画展はト ヨタのモータースポーツの歩みを中心に、１０台の車両を展示し、

そこに生まれた熱いドラマを感じていただきたいと思います。

今回は、齋藤・ 浜田・ 小清水・ 杉浦の４人で担当しました。私たち自身、日頃見ないレーシングカーもあり 、集まってくる車両に興味津々でした。また、入場

されるお客様の熱い目線にも感激しました。間近に見るレーシングカーの細部に、いろいろな発見をして、その奥深さを実感する展示となりました。

グループ７（ オープン２席）のレーシングカーとして1969年に活躍し、同年の日本CANAMで

優勝した車両。その後の車両は、1992年ル･マンで２位のTOYOTA TS010
WRC（ 世界ラリ ー選手権）で1993年に日本車初のマニファクチャラーズチャンピオンに輝き、

合わせて２年連続のドライバーズ･タイト ルも獲得

忠実に再現されたF1のモックアップは、土･日曜と祝日に乗車

して写真撮影ができました。順番待の行列ができるほどの人気

でした。 2009年ドライバーのヤルノ･ト ルーリ のレーシング･スーツ

ドイツ  ニュルブルクリンク24時間耐久レースのクラス優勝車。

同レースは全長25㎞の類まれな過酷なサーキット を、高性能な

ワークス車両からアマチュアにいたるまで、200台もの車両が

混走する。

LEXUS LFA 2010年

SUPER GTのGT500クラスで2006年ドライバーズ＆

チームタイト ルを獲得した車両。GT500クラスは500馬力

ものエンジンを搭載し、迫力あるレースが特徴。

LEXUS SC430 2006年

FIA（ 国際自動車連盟）が規定する自動車レースの最高峰。

現在、年間19戦程度、世界各国のサーキット を転戦している。

ト ヨタは2009年にF1を撤退し、展示車はその最終年にシンガ

ポール、日本グランプリ で2位となった車両。

TOYOTA TF109 2009年

後援 :長久手市教育委員会
協力 :ト ヨ タ紡織株式会社

NASCAR（ 全米自動車競走協会）が主催する北米大陸で行

われるストックカー（ 市販車ベースの改造車両）レースで、トップ

カテゴリ ーのスプリント ･カップ･シリ ーズの第4戦で優勝した車。

写真はその計器盤です。ドアは開かず、前窓から乗り込みます。

TOYOTA Camry 2008年



■ クラシックカーパレード＆展示■ クラシックカーパレード＆展示

■ オープニングセレモニー■ オープニングセレモニー

■ 企画展示「１００年前のクルマたち」■ 企画展示「１００年前のクルマたち」

■ 薪トラック特別展示■ 薪トラック特別展示 ■ 記念乗車撮影■ 記念乗車撮影

素晴らしい秋晴れの中、昨年、重要文化財に指定された絵画館を前に、それに負けない重厚なクラシックカーの魅力をアピールしました。
東京での開催も５回目となり、いちょう並木とクラシックカーのコンビネーションも定着してきたようです。
ご参加いただいたオーナーの方々、ご来場いただいた２万人のお客様、ありがとうございました。

■ 交通安全体験コーナー■ 交通安全体験コーナー ■ 東日本大震災支援
     「ココロハコブプロジェクト」
■ 東日本大震災支援
     「ココロハコブプロジェクト」
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飲酒疑似体験飲酒疑似体験

オープニングセレモニーで小林彰太郎様から、
ご来賓代表のごあいさつ

オープニングセレモニーで小林彰太郎様から、
ご来賓代表のごあいさつ

チャリティマーケットや募金、
参加費をあわせて4 8 5 ,13 3円を
義援金として日本赤十字社を通
じ寄付させていただきました。

チャリティマーケットや募金、
参加費をあわせて4 8 5 ,13 3円を
義援金として日本赤十字社を通
じ寄付させていただきました。なりきりおまわりさんで白バイ乗車なりきりおまわりさんで白バイ乗車

トヨタ博物館所蔵の、１００年前の豪華車。現在にはないクルマのスタイルと歴史の重みを堪能していただきました。トヨタ博物館所蔵の、１００年前の豪華車。現在にはないクルマのスタイルと歴史の重みを堪能していただきました。

98台のオーナーさんに自慢の愛車でご参加いただきました。98台のオーナーさんに自慢の愛車でご参加いただきました。

優雅な走行を披露優雅な走行を披露

稀少車両の展示に人だかり稀少車両の展示に人だかり

発車するまでにすごい煙が！発車するまでにすごい煙が！ 大人気！13 2 4人が乗車されました。大人気！13 2 4人が乗車されました。

いちょう並木を颯爽と走行いちょう並木を颯爽と走行
オーナーインタビューで、法政、慶應義塾、
立教の自動車部OBがそろい踏み
オーナーインタビューで、法政、慶應義塾、
立教の自動車部OBがそろい踏みもちろん、欧米車も負けませんもちろん、欧米車も負けません日本の名車が競演です日本の名車が競演です

中島秀之アナの名調子に送られて、パレードに出発！中島秀之アナの名調子に送られて、パレードに出発！



はじめに

　 本館3階に展示されているこのクルマの

前に立つと、いつも私の脳裏に3人の方々

の顔が浮かんできます。このクルマを現在、

ここに展示することができたのは、まさに3人
の恩人のお力によるものと深く感謝の念を

おぼえます。

　 まず、故五十嵐平達先生。先生には、もち

ろん博物館全体について、さまざまなご指

導をいただいた訳ですが、個々の車両につ

いてもその所在をご教示いただきました。

このトヨペット・スーパーについても、所有者

である林克己氏を紹介していただきました。

　 先生から最初に見せていただいたのは、

朝日新聞社刊『 世界の自動車‘76』でした。

その表紙には、左右を濃い緑の生垣に囲ま

れ、5台のオールドカーが写されていました。

手前からフジ・キャビン（ 1957年）、フライング・

フェザー（ 1954年）、ホンダS600（ 1964年）、

ダットサン・フェアレディ（ 1959年）そして一番

奥のクルマこそ、トヨペット・スーパー（ 1953
年）でした。

　 五十嵐先生から、この5台のクルマすべ

ての所有者が日本オールドカークラブ会員

で埼玉県在住の林克己氏であることを教え

ていただきました。今から遡ること 25年以上

前のことでした。

　 次に、このクルマの所有者・ 林克己氏の

お顔が鮮明に浮かびあがってきます。治療

院を経営されておられ、白衣姿の理知的な

お顔が印象的でした。

　 林氏と何度もお会いし、当方の計画をきち

んとご説明して、ご協力いただくよう心を込

めてお願いし、車両譲渡について合意するこ

とができた時は、まさに感激の極みでした。

　 そしてもうお一人。このクルマのレスト ア

を担当していただいた名古屋市在住の

木村治夫氏のお顔。ご自身も全国有数の

コレクターである木村氏は、社業のかたわら、

車両の収集やレストアで多忙な中、このトヨ

ペット・スーパーをはじめ多くの車両レストア

を引き受けていただき、トヨタ博物館の開館

に多大なご尽力をいただきました。

車両概要

　『 ト ヨタ自動車50年史』（ 昭和62年11月
刊）での、この車両に関する解説文は以下

のとおりです。

『 ト ヨタは（ 昭和）28年9月以来、新開発の

R型エンジンを搭載したRH型乗用車「 ト ヨ

ペット・ スーパー」を発売していたが、29年
7月、その価格を8万7,000円引き下げ、

工場渡し89万5,000円の新価格を発表し

た』これでは余りに説明が簡単すぎ、要領を

得ませんので、もう 少し詳しく、ト ヨ ペット・

スーパーの成立過程を振り返ってみましょう 。

　ト ヨタは昭和22年10月にＳＡ型乗用車、

同24年11月にＳＤ型乗用車、同26年10月
にＳＦ型乗用車を順次、生産していきました。

とりわけ、ＳＦ型乗用車は、主にタクシーとし

て使用され、それまで月産40～50台程で

あった生産台数を一挙に100～200台レベ

ルに引き上げた車であった訳ですが、多くの

部品をトラックと共用するなど機構的には、

トラックの域を出ていなかった車両でした。



・「 世界の自動車‘76」 （ 朝日新聞社刊）

・「 ト ヨタ自動車50年史」 （ ト ヨタ自動車刊）

・「 ト ヨタ博物館紀要 No.2」 （ ト ヨタ博物館刊）

・「 世界の自動車 ト ヨタ」 （ 二玄社刊）

　 昭和26年10月に道路運送車両法が改

正され、小型車の規格が1500ｃｃ にまで拡

大されました。これを機会にトヨタが新たに開

発したエンジンがＲ型エンジンで、トヨペット・

スーパーは、この新Ｒ型エンジンを搭載し、

当時のハイヤー、タクシー業界の要望に応

えて、より耐久性に優れ、走行性能を向上

させ、昭和28年9月に発売されたのでした。

　 Ｒ型エンジンは、77×76ｃｃ の1,453ｃｃ 。

圧縮比6.8、最高出力48ＰＳ /4,000ｒｐｍ、

最大ト ルク 10Ｋｇ・ｍ/2,400ｒｐｍと従来の

Ｓ型エンジンより 大幅に、性能向上が図ら

れていました。

　ト ヨ ペット・ スーパーの価格は、工場渡し

102万円で、従来の1000ｃｃＳＦセダンに比べ

7万円高に押さえられ、さらにこの価格は

昭和29年４月に小型乗用車の物品税が

20％から15％に引き下げられたのに伴い、

98万2,000円に改訂されました。

　 当時、トヨペット・スーパーのボディは、関東

自動車工業（ 以下、関東自工と略）と新三

菱重工業（ 以下、新三菱）の2社が製作し

ました。関東自工製はＲＨＫ型、新三菱製は

ＲＨN型と呼ばれました。

【 ＲＨＫ型】昭和28年9月から翌29年12月
まで約3,600台を生産。現在、石川県の日本

自動車博物館で、おそらく唯一の現存車と思

われるＲＨＫ型の雄姿を見ることができます。

【 ＲＨＮ型】ＲＨＫ型と同時期に2,015台が

生産されました。当館本館3階で展示して

いる車両です。

　 両車のスタイルは大きく異なっており 、

フロントグリルの形状やサイドビューの違い

により、簡単に見分けることができます。

　トヨペット・スーパーの納入先は、タクシーや

ハイヤー会社が大半で、個人オーナー向け

はごくわずかだったということです。当時は

「 マイカーブーム」の到来まで、まだ10年以上

前の時代でした。

　トヨペット・スーパーは従来の28馬力、995
ｃｃのＳＦ型乗用車に比べ、車両重量はあまり

変わらず、エンジンが48馬力、1500ｃｃ に

かわったため、走行性能が著しく向上しました。

「 神風タクシー」の異名

　トヨ ペット・ スーパーは、その走行性向上

により 、主なユーザーであったタクシー運転

手が、少しでも時間を稼いで売り上げを伸

ばそうと、スピードを上げて走るようになり 、

「 神風タクシー」という異名を与えられるよう

になりました。

　 当時の様子を故五十嵐平達先生は、次

のように回想されています。

「 ＲＨシリーズは当時のタクシーキャブとし

て、歴史に残る存在で、パワーアップされた

この車が市場へ出回ると、国産車へのコン

プレックスは少なくとも性能面では大幅に

ゆるめられ、あのころ外車を使っていたオー

ナードライバー族の多くは、夜の国道などで

ものすごい追い抜きをかけてくる国産タク

シーに驚かされた思い出を持つであろう 」

　さらに、五十嵐先生は、トヨペット・スーパー

の「 神風振りを示す記録写真」をご自身で

撮影され、解説を加えておられます。この写

真は1954年新橋付近の国道1号線でＲＨ

Ｋ、ＲＨＮさらに後方にはＲＨＫが「 市電の右

側を追い抜きつつある」シーンを撮影したも

ので当時、都電の敷地内走行はもちろん違

反とのこと 。「 交差点近くになると 右側へ

オーバーするタクシーが多く、神風の異名を

世界に知られる結果となった」と結んでおられ

ます。（『 世界の自動車 ト ヨタ』1972年8月 
二玄社刊より引用）

　ト ヨペット・スーパーは、昭和20年代後半

のト ヨタを支え、やがて訪れる昭和30年代

の本格的な国産車時代を迎えるまで、カタ

ログにあるように「 ニッポンの代表車」として、

わずかの間ではありましたが、その存在感を

示していたことは事実のようです。



ト ヨ ペット・ スーパー ＲＨＮ型　 1953/日本　 ○全長×全幅×全高： 4280×1590×1600ｍｍ

○軸距離： 2500ｍｍ  ○エンジン： 水冷直列４気筒ＯＨＶ  １４５３ c㎥  ○４８ hp/｛ 35ｋＷ｝/４０００ｍｉｎ -1



クルマは様々な楽しみ方があります。そのひとつは写真を撮ることです。2 0 12年春の企画展では、中学生のときから趣味でクルマの写
真を撮り続けてこられた浅井貞彦氏の白黒写真コレクション1万３千点の中から、昭和３０年代に撮られた写真約３００点を展示しま
す。クルマだけでなく、日本の風景、人々の生活も写されており、年配の世代には懐かしさを、若い世代には現在とは全く違う半世紀前の
リアルな日本の様子を感じてもらえます。

浅井氏の自動車写真コレクションは
「60年代 街角で見たクルマたち」とい
う本になって発刊されています。

左）ヨーロッパ車編
中央）アメリカ車編
右）日本車・珍車編

4月2 2日（日）、5月2 0日（日）、6月2 4日（日）
《昔のカメラ未経験者が対象で事前申し込み必要》
4月2 2日（日）、5月2 0日（日）、6月2 4日（日）
《昔のカメラ未経験者が対象で事前申し込み必要》

● 「昔のカメラでトヨタ2 0 0 0 GTを撮ろう」

5月2 0日（日）1 3：3 0－1 5：0 05月2 0日（日）1 3：3 0－1 5：0 0
● 「浅井貞彦・高島鎮雄トークショー」

●「昔 カメラ ト
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十嵐写真コレクションの中から、全日本自動車ショウ（東京モーターショー）に参考出品された“試作車”で、発売時に姿が変っていたり、
あるいは発売されなかったモデルをご紹介します。五

1956年の第３回自動車ショウに富士精密工業から参考出品された６人乗り
乗用車です。ボデー寸法は全長×全幅が4 7 4 0×1 7 6 5 mmと小型車サイズ
の枠を超えており、エンジンも４気筒ながら当時まだ他社が搭載していなかった
1 9 0 0 c cを載せていました。当時の他車のレベルを大きく超える意欲作で
あり、戦後の日本で初の大型乗用車と言えるものでした。このモデルは結局
その後発売には至りませんでしたが、そのスタイルは翌年（1957年）に新発売
されたプリンス スカイライン（写真②、4290×1675mm）に受け継がれ、さらに
このモデルとスカイラインをベースにして完成させた1 9 0 0 c cエンジン搭載
“プリンス グロリア”が1959年に新発売され、これがその後同社（プリンス自動車
工業に社名変更）を代表する高級車となったのです。

第９回ショウで参考展示されたもので、同時にスポーツ5 0 0も出品されました。オートバイレースの世界を
制覇したホンダが、得意とする小型で高速回転、高出力エンジンや駆動系を盛り込んだ車両です。スポーツ
3 6 0は、3 5 6 cc・3 3 hp/ 9 0 0 0 rpm、最高速度は1 2 0 km/ h以上という、当時の軽自動車クラスのエンジン
車としては驚異的な性能でしたが、1 9 6 3年1 0月にデビューしたのは5 0 0 ccエンジン搭載のスポーツ5 0 0
（S500）のみで、S360は発売されませんでした。

1 9 6 2年の第９回ショウにトヨタが参考出品した試作車で、小型４人乗
セダン・パブリカの空冷700cc・28hpエンジンを38hpに高めて足回りを強化
した２シーター クーペです。その特徴の一つはスライド式ルーフの採用で、窓と
一体の屋根が前後にスライドし、そこから乗り降りするという、スポーツタイプ
ならではのデザインで注目を集めました。

しかし1 9 6 4年の第１１回ショーに出品された生産用プロトタイプ（写真④）
ではドアがつき、屋根はプラスチック製の天井部のみが脱着できるタイプに
なりました。そして翌1 9 6 5年4月には、車名をトヨタ スポーツ8 0 0と改めて
新発売され、最高速度155km/ hの小型スポーツとして人気を集めました。



　展示場では見にくいクラシックカーの運転席廻りの操作装
置や計器類についてご紹介します。今回は1 9 6 7年ニッサン 
プリンススカイライン 2 0 0 0ＧＴ－Ｂ（Ｓ5 4Ｂ型）です。第2回
日本グランプリを目指して、プリンス自動車が4気筒のスカイ
ライン1 5 0 0をベースにエンジンルームを延長し、グロリア
スーパー6の6気筒エンジンを搭載したスカイラインＧＴを
ホモロゲーション取得用に発売しました。このスカイライン
ＧＴは、グランプリレースで狙い通り好成績を納めました。
1 9 6 5年2月、スカイライン2 0 0 0ＧＴとして販売され、”羊の
皮を被った狼”と呼ばれ絶大な人気を博しました。同年9月に
廉価版の2 0 0 0ＧＴ－Ａ（Ｓ5 4Ａ型：１キャブレータ、1 0 5
ＰＳ：青バッチ）の登場により、このホットバージョンは

2 0 0 0ＧＴ－Ｂ（Ｓ5 4Ｂ型：赤バッチ）の車名になりました。
　プリンス スカイラインは、富士精密工業を前身とするプリ
ンス自動車工業により作られましたが、国内自動車産業の再
編の波に飲まれ1 9 6 6年日産自動車と合併しました。合併後
もプリンスの名は1 9 6 8年まで残され、現在では日産スカイ
ラインの車名になっています。

SPEC

◎ エンジン型式：水冷直列6気筒ＳＯＨＣ
　 ウェーバーキャブレータ3連装
◎ 総排気量：19 8 8ｃｃ　　
◎ 出力：12 5 ／ 9 2 ／ 5 6 0 0（馬力／ｋｗ／ｒｐｍ）
◎ 変速機：前進5速　Ｍ／Ｔ　フロア（2～5速シンクロ式）　　 
◎ 駆動方式：フロントエンジン・リヤドライブ方式
◎ サスペンション：前輪独立（ダブルウィッシュボーン／コイル）
　 後輪リジッド（トルクロッド、スタビライザー／リーフスプリング） 
◎ ブレーキ： 前輪：ディスク、後輪：ドラム（リーディング トレーリング式）

サイドエンブレム リヤエンブレム

76

インパネ

エンジンルームペダル（フロア）

1111



　　スズキの起源はトヨタ同様に織機メーカーで、1909年（明治42年）10月に浜松で創
業された鈴木式織機製作所です。やがて自動車製造への進出を画策、1937年（昭和
12年）にはオースチン・セブンを購入して分解、研究し、試作車を製作しました。
　第二次世界大戦後、２輪車製造を経て1955年（昭和30年）には画期的なＦＦ方式
軽４輪自動車スズライト号を発売、量産軽自動車の先鞭をつけました。

　　ホープ自動車は3輪自動車メーカーとして一世を風靡しましたが、一時自動車生産
から撤退、再起を期して発売したのがホープスターＯＮ360型軽四輪駆動車でした。
しかし、結局また自動車生産をあきらめ、この製造権を買い取って、商用軽トラック、
キャリイのメカニズムを最大限に流用しながら自社の製品として完成させたのが、
1970年（昭和45年）4月に発売された初代スズキ・ジムニーＬＪ10型です。
　四輪駆動車といえば、三菱ジープ、トヨタランドクルーザー、日産パトロールの3モデ
ルが、自衛隊や道路公団、土木事務所、消防署、営林署といった限られた市場を分け
合っていた時代で、わずか360ccの排気量ながらジープと同じ大径16インチの四つの
タイヤを高・低速2速の副変速機で駆動するクルマなど考えられなかった時代のことで
した。結果的には先見の明あっての「英断」となりましたが、当時は当本人の鈴木修常
務（現・代表取締役会長兼社長）の他にスズキ社内ではジムニーが売れると思った者は
誰ひとりとしておらず、月間販売予測はどんなに多く見積っても300台程度に過ぎませ
んでした。しかし、実際にいざ発売されると、一般大衆に支持されて新しい市場を開拓、
発売年に三菱ジープを凌ぐ約5000台をも販売し、スズキは一躍日本のトップ4×4メー
カーとなりました。また、世界中へ輸出され、スズキの輸出の尖兵となったのでした。
　因みに、ジムニーという車名は、「ジープ型のミニ」をもじったもの、型式の「ＬＪ」
は「LIGHT JEEP」の略です。（改めてジープの偉大さがわかります。）
　ジムニーが登場したときの広告コピーは「男の相棒」、「自然に挑戦する男のくるま」
でしたが、これはほとんど知られることなく、後の「最前線志願」が有名になりました。

　　初代ジムニーＬＪ10型のマイナー・チェンジ版として、1972年（昭和47年）5月に
発売されたのがＬＪ20型でした。
　360ccの排気量、2気筒はそのままに、エンジンが空冷から水冷化されたのが大
きな変更点です。温水ヒーターの採用やデフロスターの使用性向上に加え、初めて
幌モデルに加えてクローズドボデーのバンモデルが追加されたことは積雪寒冷地
ユーザーへの福音となりました。エンジンの出力アップも図られ、登坂力35度と三
菱ジープと同じカタログデータを達成しています。外観では、横スリットのフロント
グリルが縦8本型スリットになったことで容易に見分けがつきます。
　52万9千円という、軽自動車中で最高価格であるのにも拘わらず、月産2000台ラ
インに到達しました。

　

幌モデルの室内を上から見た様子。後席左側はスペアタイヤに占領され、
乗車定員は3名。後のLJ20Fでは4名になった

「ジムニー」が拓いたスズキの経営  島田眸  にっかん書房  1994／スズキジムニーの20年史  大日本絵
画  1991／ジムニーブック  1970－2001  大日本絵画  2001／スズキジムニーの40年の歴史  芸文社  
2010／スズキヒストリー  小関和夫  三樹書房  2007／スズキHP

今回ご紹介する初代第2期のＬ
Ｊ20型。エンジンの「水冷化」
と「ジムニーバン」の登場が大
きなトピックス

この頃のキャッチコピーは［最
前線志願］になった。同時に
「＜軽＞唯一の4輪駆動」と謳
われている

ソニーとの共同開発によ
り発売された、屋外で録
画・再生ができる「ビデオ
ジムニー」。結局一台も売
れなかったとの情報もあ
るが、確認できない。当時
のスカイラインGT-Rに匹
敵する160万円近い価格
だった

初代第１期のＬＪ10型。発売当初のキャッチコピーは、「男の相棒」、「自然
に挑戦する男のくるま」だった。フロントグリルは横スリット



ト ヨタ博物館がある長久手市を中心に東西約9㎞（ ９ 駅）を走るリ ニモ沿線は、美術館や

博物館、資料館、大学、史跡公園などが集中した一大文化ゾーンです。より 多くの人々に

リ ニモ沿線文化ゾーンの魅力を知ってもらい、地域の活性化と観光の振興に努めるため、

初めて各文化施設が連携して、共同イベント の開催や各施設が魅力ある展覧会や各種

イベント を集中して行いました。

※リ ニモ(東部丘陵線)は、日本初の磁気浮上式リ ニアモーターカーの実用路線として、2005年3月愛知

万博開催にあわせて開業。

12月3日（ 土）～11日（ 日）に東京ビックサイト

で開催された東京モーターショ ーに当館の

「 世界のナンバープレート 」を貸し出しました。

このナンバープレート は新館1階に常設展示

してあり 、世界中の珍しいナンバープレート を

紹介しています。

12月22日（ 木）～25日（ 日）、名古屋モーター

ショ ーと 同時開催のＩ ＴＳワールド に、当館で

毎年夏に開催する企画展「 はたらく自動車」の

展示の一部を貸し出しました。

来場者された20万人のお客様にご見学いた

だきました。

12月13日（ 火）～1月15日（ 日）、アムラックス

東京にて開催した「 歴代ク ラ ウン展示 in 
アムラックス 」にて当館より１１台のクラウン

と カタログなどの資料を貸し出しました。

①愛知県陶磁資料館にて当館所蔵

車両「 ト ヨタ2000GTボンドカー」の

走行披露

②愛知県立芸術大学の学生による

当館ロビーでの演奏会（ 各施設での

リレーコンサート ）

③ガイドウォーク（ 各施設をリ ニモと

ウォーキングで移動し、見学）



From Editor
今号は2012年最初の｢ト ヨタ博物館だより ｣です。ト ヨタ博物館も 4月で開館から満23年となり 、 本館展示場も少しずつ変化しています。

今後もよりよい博物館を目指していきますので、 今後の活動にご期待下さい。

(菅野  千晴 )

春のケーキセット

￥700(税込)

編集後記

ト ヨタ博物館カレー　

各￥380(税込)
初回発売当初から16年ぶりにパッケージを

リ ニューアル！ビーフ (甘口･辛口)、チキン、

ポーク 、野菜、豆の6種類で販売し て

おり 、ト ヨタ博物館のお土産として常に上位

にランキングしている人気商品です。

季節限定ソフトアイス

￥200(税込)
春の限定ソフト【 イチゴ・プリ ン 】を販売

します。ご休憩の際はカフェで一息入れ

てみてはいかがでしょう か？

ク リ スマスイベント 、お正月イベント を開催

1月7日(土)～9日(月・ 祝)のお正月イベント ではいろいろな形のコマを合体させクルマの形になる｢合体コマ｣色づけなど、季節感

のある工作教室を開催しました。

春の季節にピッタリ！イチゴを使用し た

デザート をご用意しました。

お好きなドリ ンクと セット でお召し上がり

ください。

クリ スマス
イベント

お正月
イベント

ト ヨ タ博物館では12月10日（ 土）、11日（ 日）､17日（ 土）､18日（ 日）､24日（ 土）､25日（ 日）にクリ スマスイベント を開催しました。

工作教室では、参加されたお客様は自分オリ ジナルのクリ スマスリ ース作り などを楽しんでいました。24日には当館初の試み

の展示場内でのジャズライブを行い、多くのお客様に楽しんでいただけました。




